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まえがき 

 

専修学校においては、実践的な職業教育機関として、関係業界等からのニーズを踏

まえた教育活動等の評価や情報公開が求められている。専修学校の学校評価について

は、平成19年に学校教育法および学校教育法施行規則の改正により、自己評価・学校

関係者評価の実施・公表、評価結果の設置者への報告に関する規定が新たに設けられ

た。さらに、平成25年3月には、専修学校の質保証・向上をめざして「専修学校にお

ける学校評価ガイドライン」が策定された。 

一方、専修学校の専門課程のうち、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成す

ることを目的として専攻分野における実務に関する知識、技術および技能について組

織的な教育を行うものを、文部科学大臣が「職業実践専門課程」と認定するにあたっ

ては、当該専修学校における学校関係者評価の実施が、認定要件の一つとなってい

る。 

ハリウッド美容専門学校は、従来から自己点検・自己評価を積極的に実施し、教育

等の質保証・向上に取り組んできた。平成22年度には、特定非営利活動法人私立専門

学校等評価研究機構が実施する私立専門学校等第三者評価を受審した。この第三者評

価で指摘された事項あるいは自己点検・自己評価で認識された事項について改善した

上で、平成25年3月に自己評価、同年12月に学校関係者評価を実施した。 

 次いで、平成29年度の自己評価報告書に照らして、平成30年度に学校関係者評価を

実施した。 

また、令和元年度の自己評価報告書に照らして、平成２年度に学校関係者評価を実施

した。 

 本報告書は、令和３年度の自己評価報告書に照らして、令和４年度に実施された学

校関係者評価の結果をまとめたものである。 
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Ⅰ ハリウッド美容専門学校の現況、目的および特徴 

 

ハリウッド美容専門学校は、東京都港区六本木に位置し、大正14（1925）年に「ハ

リウッド美容学校」として開設し、学校法人メイ・ウシヤマ学園が設立した私立専門

学校である。 

美容総合専門課程に修業年限２年の美容総合学科、修業年限４年の高度美容総合学

科が設置されている。令和元年5月1日現在、学生数462名、専任教員数21名、兼任教

員（非常勤教員を含む）21名である。 

本専門学校の教育理念は、精神美・健康美・容姿美・服飾美・生活美・環境美の６

要素すべてを備えた「真のビューティフルライフ」の実現である。創立以来この「美

の哲学」を追求し、常に先端的なビューティとファッションを中心に美の６要素を総

合的に指導し「好きを天職にしよう」「一流の美の天使を目指そう」をテーマで教育

活動を行ってきた。 

「好きを天職にしよう」とは、好きなことでも、技術や知識を身につけることがな

ければ、職業人（プロフェッショナル）として活動することができない。本専門学校

では、美容のプロフェッショナルをめざす者に、確実に知識と技術を身につけさせ、

時代が求めるプロフェッショナルなビューティシャンの育成を目的としている。そし

て、厚生労働省指定の美容師養成施設として、業務独占資格である美容師資格を有す

る者の「社会的責任の自覚」を基本に据えた教育を一貫して行ってきている。 

「一流の美の天使」とは、人の隠れた魅力を発見できる豊かな心と、人の魅力を引

き出す優れた技術と感性をもち、人を美しく幸福に導く使命が実践できることであ

る。本専門学校では、そのような真のビューティスペシャリストを育成することを目

的としている。 

グローバル化、高度情報化に支えられた今日の経済社会の発展に伴い、人々の生活

は豊かなものになり、生活の中でも質の高いものが求められてきている。その中で美

しさへの欲求もファッションや美容に関わる外面の美しさから、健康や精神の内面美

も含めた総合美（トータルビューティ）へと広がってきている。本専門学校も消費者

の美的欲求水準の高度化、多様化に伴い、美容技術の高度化と美容分野の多様化に対

応する美容教育を行い、消費者ニーズに確実に応えられる美容師、エステティシャ

ン、ビューティアドバイザーの養成をめざしている。 

本専門学校の教育理念・目的は、国際的にも高く評価されており、世界的に権威の

ある美容家協会（Intercoiffure Mondial, ICD）より、2011年ベスト・ワールド・ア

カデミーを受賞している。また、外国人留学生も多く、修了生の多くが海外で活躍し

ている。 

文部科学省より「専修学校専門課程の質保証・向上」を基に、専修学校専門課程に

おける職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成することを目的として、平成26年

度より「職業実践専門課程」として認定制度が創設された。本専門学校も職業に必要

な実践的かつ専門的な能力を育成することを目的として専攻分野における実務に関する

知識、技術および技能について組織的に教育を行う学校として、「職業実践専門課程」とし



て認可され、美容教育の中核的立場を推進する。またそれに伴い美容の知識、技術の内容を

現在の若者の志向、社会が求める環境変化に対応して、美容師養成施設として、高度美容総

合学科・美容総合学科それぞれの特色を残しながらも、ハリウッドのトータル美容の統一化

を目指している。  

 さらに、令和元年度より制度化された新修学支援制度に対して確認申請を行い、実施校と

して確認され、多くの在校生が支援を受けている。折しも新型コロナウイルスの蔓延によ

り、経済状態がひっ迫する家庭も多くなり、大いに援けとなっている。  

 ハリウッド美容専門学校の目的、特色等は、ウェブサイト

（http://www.hollywood.ac.jp/index.php）に掲載されているので、ご参照いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 学校関係者評価の内容・方法等 

 

ハリウッド美容専門学校は、学校の目標・計画等に沿った取組の達成状況や、それ

らの取組が適切に行われたかどうか等について、従来から積極的に自己点検・自己評

価を実施し、その結果を公表するとともに、教育活動や学校運営の改善等に活用して

きた。令和元年度、表１に示した評価基準（11基準）および点検中項目（48項目）に

ついて自己評価を行って、自己評価報告書を公表した（令和２年６月）。なお、この

評価基準および点検中項目は、特定非営利活動法人私立専門学校等評価研究機構が実

施する私立専門学校等第三者評価に準拠したものである。  

 

表１ 令和元年度自己評価の基準および点検中項目  

 

評価基準  点 検 中 項 目 

基準１ 教育理念・目

的・育成人材像等  

１-１ 理念・目的・育成人材像は定められているか  

１-２ 学校の特色はなにか  

１-３ 学校の将来構想を抱いているか  

基準２ 学校運営  

 

 

２-４ 運営方針は定められているか  

２-５ 事業計画は定められているか  

２-６ 運営組織や意思決定機能は効率的なものになっているか  

２-７ 人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか  

２-８ 意思決定システムは確立されているか  

２-９ 情報システム化等による業務の効率化が図られているか  

基準３ 教育活動  

 

 

３-10 各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の

人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか 

３-11 修業年限に対応した教育達成レベルは明確にされているか 

３-12 カリキュラムは体系的に編成されているか 

３-13 学科の各科目はカリキュラムの中で適正な位置付けをされて

いるか 

３-14 キャリア教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法などが

実施されているか 

３-15 授業評価の実施・評価体制はあるか 

３-16 教育目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を

確保している      

   か 

３-17 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 

３-18 資格取得の指導体制はあるか  

基準４ 教育成果  ４-19 就職率（卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率）の向上

が図られてい 



るか 

４-20 資格取得率の向上が図られているか 

４-21 退学率の低減が図られているか 

４-22 卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握しているか 

基準５ 学生支援  

 

５-23 就職指導に関する体制は整備されているか 

５-24 学生相談に関する体制は整備されているか 

５-25 学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 

５-26 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 

５-27 課外活動に対する支援体制は整備されているか 

５-28 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか 

５-29 保護者と適切に連携しているか 

５-30 卒業生への支援体制はあるか 

 

評価基準  点 検 中 項 目 

基準６ 教育環境 

 

６-31 施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備され

ているか 

６-32 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教

育体制を 

整備しているか 

６-33 防災に対する体制は整備されているか 

基準７ 学生の募集と

受け入れ 

 

７-34 学生募集活動は適正に行われているか 

７-35 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 

７-36 入学選考は適正かつ公平な基準に基づき行われているか 

７-37 学納金は妥当なものとなっているか 

基準８ 財務 

 

８-38 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 

８-39 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 

８-40 財務について会計監査が適正に行われているか 

８-41 財務情報公開の体制整備はできているか 

基準９ 法令等の遵守 ９-42 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされている 

９-43 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 

９-44 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 

９-45 自己点検・自己評価結果を公開しているか 

基準10 社会貢献 10-46 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか 

10-47 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 

基準11 国際貢献 11-48 教育の国際化・グローバル化を行っているか 

 

この自己評価を踏まえて、自己評価結果の客観性・透明性を高めるとともに、設置

学科に関連する企業・団体、高等学校関係者、地域支援者、学識経験者など、学校と

密接に関係する者の理解促進と継続した連携協力体制の確保により、教育活動、学校



運営等の改善を目的として学校関係者評価委員会（以下「委員会」と略す。）が設置

された。委員会委員は、「Ⅴ 学校関係者評価委員会委員名簿」に示す通りである。 

委員会では、ハリウッド美容専門学校から、計画や自己評価報告書の内容、重点目

標、今後の取組方針等について説明を受けた後、自己評価の結果およびそれを踏まえ

た今後の改善方策について評価することを基本とすることを確認した。具体的には、 

 ・自己評価の結果の内容が適切か 

 ・自己評価の結果を踏まえた今後の改善方策が適切か 

 ・学校の重点目標や自己評価の評価項目等が適切か 

 ・学校運営の改善に向けた実際の取組が適切か 

などを評価するとともに、学校運営の継続的改善を図る観点から、改善のために専門

的立場から助言を行うこととした。この学校関係者評価は、ハリウッド美容専門学校

から提出された自己評価報告書を中心としたが、同専門学校が公開している情報も参

考にしつつ実施した。 

この報告書は、委員会での意見・助言等をまとめたものである。ハリウッド美容専

門学校にあっては、各委員の意見・助言等を、教育活動、学校運営等の改善に活用す

ることを期待したい。また、この報告書が、教育活動等の具体的な方針・方策の策

定、次期重点目標の策定等に反映されることを望むものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ 重点目標の達成状況 

 

ハリウッド美容専門学校は、重点目標として表２に示す２項目を掲げてきた。  

 

表 2 ハリウッド美容専門学校が掲げる重点目標  

・在校生・卒業生の社会的評価の向上  

本校の学修成果目標は、国家試験合格、就職であるが、加えて、学んだことを職場・

社会において十分に活かすことができる力を育むことも重要であると考えている。  

そのため、学生にとっての目標を明確化し、各種コンテストへの挑戦を奨励・支援

する。 

・入学定員の充足  

定員充足は、学校運営・教育活動の基盤であり、質の高い教育活動を行うため重要

なことである。  

そのため、学校説明会を充実させるなど、具体的に入学定員の充足のために取組を

強化する。  

 

在校生・卒業生の社会的評価の向上 

美容師国家資格の合格率は、春・秋合わせて過去3年間（令和2年度から令和4

年度）90％以上で、全国平均（全国平均合格率約80%）を超える水準を維持して

いる。この他、日本ネイリスト協会３級など、それぞれの試験において十分な結

果を残している。 

世界的に権威のある美容家協会（ICD）より、2011年ベスト・ワールド・アカ

デミーを受賞した。この賞は、国際的に特に優れた美容学校に授与されるもの

で、アジアでは初の快挙であった。 

本専門学校では、１年生修了作品発表会として「ファッション＆ビューティシ

ョー」が毎年度開催されている。このショーは、企画・構成から、制作、演出、

衣装づくりなど、すべてが学生たちによって制作・運営されている。このショー

には、保護者ばかりでなく関連業界の関係者、地元住民も招待されており、ショ

ーの主たる目的は学生の意欲向上を図る機会の提供ではあるが、発表内容は評価

され、在校生の学習成果が就職率向上へつながる優れた取組ともなっている。 

以上の理由から、この重点目標は、着実に達成されているものと判断できる。 

 

入学定員の充足  

近年来、入学定員の充足が課題となっている。現在、学生生徒等納付金にはほ

とんど影響は出ていないが、今後、財政基盤に影響を及ぼす可能性も危惧され

る。 

学校説明会などの教職員全員の努力によって、改善の傾向は認められるが、18

歳人口の減少や大学への進学率の増加など社会的環境の変化を配慮しつつ、学

科・課程の統廃合を含めた抜本的な対策が必要であろう。 



Ⅳ 評価結果の総評 

 

ハリウッド美容専門学校は、学校の目標・計画等に沿った取組の達成状況や、

それらの取組が適切に行われたかどうか等について、従来から積極的に自己評価

を実施し、その結果を学校の教育活動はじめ運営全般の改善等に活用してきた。

平成22年度には、特定非営利活動法人私立専門学校等評価研究機構が実施する私

立専門学校等第三者評価を受審した。この第三者評価では、本専門学校は、学校

の理念、教育内容、コンプライアンス等について高い評価を受けた。 

この第三者評価で指摘された事項を始め自己点検・自己評価で認識された事項

についての改善をもとに、今回も、自己評価を行った上で学校関係者評価を実施

した。令和元年度の自己評価も、表１に示した評価基準（11基準）および点検中

項目（48項目）について実施されており、学校の諸活動全般を俯瞰的に把握でき

るように設計され、的確かつ適正な自己評価であると判断できる。平成29年12月

の学校関係者評価において指摘した「教育の国際化・グローバル化」に関して

は、「基準11 国際貢献」で自己評価が的確かつ適切に実施されているものと判

断できる。 

各評価基準および点検中項目で示された方針や目標は妥当であり、課題は的確

に把握されており、それぞれの改善取組も適切であると判断できる。 

美容・化粧品業界は、日本が国際的な優位性をもっている数少ない業界の一つ

であり、今後世界へ、特にアジアへの進出が期待されている。このグローバル化

による美容市場の拡大のためには、中核的なグローバル専門人材の育成が急務と

なっている。このような状況下で、ハリウッド美容専門学校は、この分野で指導

的立場にあり、令和３年度および令和４年度に文部科学省「職業実践専門課程等

を通じた専修学校の質保証・向上の推進事業」の責任組織として成果をあげた。

また、令和元年度より継続して、東京都の「専門人材育成訓練」制度の実施施設

として、多くの訓練生を受け入れている。 

このように、ハリウッド美容専門学校は、この分野の中核的存在であり、さら

に国際的にも発展が期待される。 

 

【優れた点】 

〇 世界的に権威のある美容家協会（ICD）より、2011年ベスト・ワールド・アカ

デミーを受賞 

した。 

これは、ハリウッド美容専門学校の教育活動が国際的に高く評価されたもの

であり、アジ 

アでは初の快挙であった。 

〇 学習成果を示す一つの指標である各種コンクールでの在校生の活躍が注目さ

れる。 

〇 資格試験合格率は非常に高いことが注目される。美容師国家資格の合格率



は、春期・秋期合わせて過去3年間（令和2年度から令和4年度）90％以上で、

全国平均（全国平均合格率約80%）を超える水準を維持している。この他、日

本ネイリスト協会３級など、それぞれの試験において十分な結果を残してい

る。 

〇 高い就職率も注目される。就職希望者のうち美容・ファッション関連業界 

への就職率は、過去5年間100％を維持している。 

〇 将来構想の一環として、平成20年度に専門職大学院（ビューティビジネス研

究科・修士課程）を設置し、専門学校から大学院への一貫した人材育成に取

り組んでいる。さらに、専門職大学を設置する計画も進めている。 

〇 文部科学省が平成26年度から創設した「職業実践専門課程」として、ハリウ 

ッド美容専門学校が認定された。これは、美容分野における知識、技術および 

技能について組織的に教育を行う学校として、美容教育の中核的立場を推進す 

ることが期待されている。 

 

【改善が望まれる点】 

〇 ハリウッド美容専門学校にとって、入学定員の充足が課題である。定員充足 

に向けて、学校説明会など懸命な努力が行われているが、社会的な環境変化に 

備えて、授業内容の見直しはもとより、時代のニーズに則した学科の新設等を 

含めた抜本的な対策を検討することが必要である。 
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